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問題 

学校での成功は，生徒の能力や努力に基づいて

おり，生徒の所属する社会集団とは関係ないとす

る考えを学校実力主義の信念と呼ぶ。Batruch et al. 
(2022) は，この信念が社会における不平等を維持

する態度と関連することを報告した。本研究では，

ジェンダーを取り上げ Batruch et al. (2022) の追

試を行う。仮説は，実力主義の信念の高さは，男

女不平等の認識の低下や，学校における男女不平

等を改善する取り組みへの支持の低下に関連す

るというものである。研究 1では相関研究を行い，

研究 2では実力主義信念の高低を操作し仮説の検

討を行った。参加者の性別による影響も考えられ

るため，その差異についても検討した。 
 

研究１ 

方法 

 大学生 50 名 (女性 14 名，年齢: M = 18.8，SD 
= 1.5) に対して，実力主義「高校ではやる気があ

れば何でも可能である」，制度的特権「高校の雰囲

気は男子生徒が過ごしやすいものとなっている」，

施策不支持「理系学部の大学入試において女子枠

を設けることは，女子を優遇することになる」，女

性集団不利益「女性は社会の犠牲になることが多

かった」，男性集団特権「男性は，その性別のおか

げで有利な立場にいる」の 5 つの尺度について尋

ねる調査をオンライン上で行った。 
結果 

男女別に各変数の相関係数を算出した結果，男

性参加者のうち，実力主義が高い人ほど男性集団

特権をより高く認識しており，全体として，

Batruch et al. (2022) の結果は再現できなかった。 
 

研究 2 

方法 

学生を除いた 20 歳以上の男女 185 名 (女性 89
名，年齢: M = 41.0，SD = 8.4; クラウドソーシン

グで募集) に対して，オンラインで実験を実施し

た。日本の教育の現状についての刺激文を 2 種類

用意し，参加者を高実力主義条件（以下，高条件）

と低実力主義条件（以下，低条件）に無作為に割

り当てた。その後，実力主義，制度的特権，施策

不支持，女性集団不利益，男性集団特権の 5 つの

尺度への回答を求めた。 
結果 

 各変数の記述統計を Table 1 に示した。実力主

義について性別×条件の分散分析を行った結果，

条件間に有意差が見られ，条件の操作は成功した

といえる。また，有意傾向の交互作用が見られた

ため，高条件の女性の方が低条件の女性よりも日

本の高校は実力主義であると回答していた  (p 
= .01)。 
 他の従属変数について分析した結果，条件の主

効果は女性集団不利益と男性集団特権に見られ，

高条件は低条件より女性集団不利益や男性集団

特権を低く認識していた。制度的特権と施策不支

持において有意傾向の交互作用が得られたため，

下位検定を行ったところ，制度的特権では高条件

の女性が低条件の女性よりも制度的特権を低く

認識していた (p = .08)。施策不支持では，高条件

の男性は低条件の男性よりも女性の教育に対す

る優遇措置への支持が低くなっていた (p = .06)。 

 

総合考察 

研究 1 では，Batruch et al. (2022) の結果を再現

できず，仮説は支持されなかったが，研究 2 で条

件操作を行ったところ，実力主義の信念を強く持

っている人は，教育や一般社会におけるジェンダ

ー不平等を認識しにくいという仮説を部分的に

支持する結果が得られた。これは，Batruch et al. 
(2022)の主張に沿ったものと言えよう。 
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男性 女性 男性 女性

平均 2.86 2.74 2.89 3.04 F値 4.64 0.03 3.08

（SD） (0.62) (0.55) (0.52) (0.42) P値 0.03 * 0.86 0.08 +

平均 1.68 1.92 1.74 1.71 F値 1.16 1.90 3.07

（SD） (0.51) (0.57) (0.50) (0.51) P値 0.28 0.17 0.08 +

平均 2.66 2.63 3.03 2.63 F値 3.57 4.85 3.70

（SD） (0.78) (0.60) (0.66) (0.60) P値 0.06 + 0.03 * 0.06 +

平均 2.92 3.08 2.69 2.82 F値 6.62 2.28 0.03

（SD） (0.57) (0.57) (0.74) (0.68) P値 0.01 * 0.13 0.88

平均 2.44 2.80 2.30 2.51 F値 5.02 8.59 0.61

（SD） (0.72) (0.71) (0.60) (0.60) P値 0.03 * 0.00 ** 0.44

** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

実力主義

制度的特権

施策不支持

女性不利益

男性特権

低条件 高条件

条件×性別
交互作用

条件 性別

主効果

Table 1 条件別,男女ごとの各尺度の平均値,標準偏差と分散分析の結果 (研究2)
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